
基礎① J 1 説明会用サンプル 

第 2 文型 (SVC) の文 
This is a book.  

 

A. 単語と品詞  
this 代名詞 「これ」。 

is 動詞 「(で)ある」。存在を表す最も基本の動詞=「be 動詞」。 

a 不定冠詞 

不定冠詞は形容詞の一種。名詞の前に付けて、それが複数

存在するもののうちの一つ(単数)であることを示す。英語では

数えられる名詞は「単数か複数か」を示さなければならない。 

book 名詞 「本」 
 
 

B. 文の成り立ち  
This 
主語 
(S) 

「～は」 

is 
(述語)動詞 

(V) 
「･･･である」 

a book. 
補語 
(C) 

「～(で)」 
 

★「決められたルール」にしたがって単語を並べることで文は成立する。 

‣ 文は大文字で始め、「 . 」period (終止符) で終える。 

‣ 英語では「～は･･･ある・する」という部分が文の最初に来る。 

‣ 「～は」の部分を主語 (S)、「･･･(で)ある・する」の部分を (述語)動詞 (V) という。 

つまり英語では S＋V が文の最初に来る。日本語との大きな違い。 

‣ 主語が「何であるか」「どんな状態であるか」を示す部分を補語 (C) という。 

‣ この文のように主語 (S) = 補語 (C) の関係が成立している文を第２文型という。 

 

参  考 

品 詞 
単語の役割を分類したもの。 

①名詞 ②代名詞 ③動詞 ④形容詞 ⑤副詞 ⑥前置詞 ⑦接続詞 ⑧間投詞 

要 素 
文の中での語句の働き。 

①主語(S) ②(述語)動詞(V) ③補語(C) ④目的語(O) ⑤修飾語(M) 

文 型 
英文を要素の並び方で分類したもの。 

①SV  ②SVC  ③SVO  ④SVOO  ⑤SVOC 

 
 
C. 文の転換  

① This is a book. 肯定文 

② This is not a book. 
       (isn't) 否定文 

③ Is this a book? 
                                             V                                 S 

疑問文 

④ Yes, it is (a book). 肯定の返事 

⑤ No, it isn't (a book). 否定の返事 
 

② not: 副詞「～ない」 

‣ 動詞の後に置く。短縮形 isn't。「 ' 」apostrophe (省略符)。 

③ 疑問文は V＋S の順 

‣ 文末は「 ? 」question mark (疑問符)。 

‣ 文尾は上げ調子で言う。 

④⑤ yes: 副詞「はい」／no: 副詞「いいえ」 

‣ Yes と No のあとは「 , 」comma (読点)。 

‣ this で指したものをもう一度指す場合は it を使う。it: 代名詞「それ」。 
‣ 返事では補語 (a book) を省略できる。話者の間で了解されているから。 


